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はじめに 

この度はCARVIN社製 DCM-Lシリーズ パワーアンプをお買い上げいただき誠にありが

とうございます。製品の性能を十分に発揮させ、末永くお使いいただくため、ご使用に

なる前にこの取扱説明書を必ずお読みください。 

 

1. 梱包を開き、破損した部品や欠品がないか確認してください。異常がある場合は 

販売店にご相談ください。 

2. 感電防止の為、天板を開けないでください。 

3. 各装置の設置を完了させるまでは電源を入れないでください。 

4. ヒューズを交換する場合、同タイプのヒューズをご使用ください。 

5. 40℃を超える環境で本体を使用することはお止めください。 

6. 本製品は屋内使用専用です。屋外では使えません。 

また、雨天や湿気の多い場所での使用はお止めください。火災や感電の原因となります。 

7. 水などの液体を本体表面にこぼしたり、本体内部にかけたりしないようご注意くだ

さい。 

8. 電源ケーブルが踏まれたり、挟まれたりしないよう注意してください。 

9. AC100V、50/60Hz にてご使用ください。 

故障が生じた場合はお手数ですが販売店にご連絡ください。 

本体カバーを開けられた場合、保証の対象外となることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



DCM-L パワーアンプは、卓越したサウンドと信頼性、超軽量を実現しました。 

頑丈なアルミフレームにより軽量化を実現、ハイパワー、妥協のない音、高い信頼性は、

ツアーシステムや会場の固定設備までさまざまな現場に最高のサウンドを提供します。 

コンサートステージはプロオーディオにとって究極の試験会場です。 

コンサートオーディオは妥協が許されず、また信頼性が高く、効率的でなければなりま

せん。DCM-L パワーアンプはこの 10 年間数々のトップアーティスト、コンサート会場

へそれらを提供してきました。DCM-L パワーアンプは、40 年にわたる卓越した製造技術

の歴史に裏打ちされた実績のある Made in USA の主力製品です。 

 

・ DCM1540L/3000L/3800L は、最小限まで歪みを抑え、クリアな高域と胸躍るような  

低音を実現する CLASS AB アンプ、DCM1000L2000L/2004L はさらに高い効率の CLASS D

アンプを採用 

・ 軽量、省電力を実現し、熱を最小限に抑えるスイッチング電源 

・ 電源投入時のソフトスタートで、ブレーカーダウンを防止 

・ 冷却効率の良いアルミヒートシンク、速度可変式冷却ファン搭載 

・ シグナル、ピーク、プロテクト LED インジケーターによりアンプの状態が一目瞭然 

・ バランス XLR,TRS フォン入力 

・ スピコン、バインディングポストスピーカー出力(4ch モデルはスピコンのみ) 

・ グラウンドループによるノイズを改善する GROUND LIFT 

・ ステレオ/パラレル/ブリッジモード切替可能 

・ 過大電流からスピーカーを保護する LIMITER 

・ 回路基板にはミリタリーグレードの FR4 難燃剤を使用 

・ 衝撃に強い SMT(Surface Mount Technology)採用 

・ 全世界に至るサービスにおいて厳しい基準を満たしていることを保証する CB、CE

マーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

フロントパネル 

1.マウンティング 

19 インチラックにマウント可能です。背面サポートブラケットは必要ありません。 

 

2.電源スイッチ 

電源を入れる前に電源ケーブルが AC 電源に接続されているか確認してください。 

ON にすると青色インジケーターが点灯し、電源が適切に入ったことを知らせます。 

 

3.プロテクト赤色 LED インジケーター 

プロテクト赤色 LED は 3 つの状態を意味します  

 

 PROTECT LED は、3 つの異なった条件下で点灯します。 

 （LED 点灯時、両方のチャンネルはミュートされ、スピーカーリレーはスピーカー     

から外されます）; 

1）電源投入時 

すべてが正常(ショートなし、温度問題なし)に機能していることが確認されるまで、  

約 3 秒間ミュートします。 

2）ショート時 

過大電流が流れたり、スピーカーケーブルやスピーカーシステムによるショートが検出

された時に点灯します。 

一旦アンプの電源をオフにし、各ケーブルの状態、総スピーカーのインピーダンス値、

各スピーカーへの負荷に問題がないことを確認後、再度電源を入れてリセットしてくだ

さい。ステレオモードで 2Ω以下でないこと、ブリッジモードで 4Ω以下でないことを



確認してください。(DCM1540L はステレオモードで 4Ω以下、ブリッジモードで        

8Ω以下) 

3）オーバーヒート時 

熱により、動作が途中で停止した場合に点灯します。 

オーバーヒートが原因の場合は、冷却ファンを回したままにするためにアンプの電源を

入れたままにしてください。アンプは自動的に 3分前後にリセットされます。準備がで

きたら PROTECT LED が消灯します。 

下記の状態を確認してください。 

a)背面吸気口がふさがれていないかどうか 

b）吸入口付近の温度が高くないかどうか 

c）フロント排気口がふさがれていないかどうか 

d）スピーカー負荷が過大でないかどうか 

(原因が分からない場合は、他のスピーカーで試してください。または、各チャンネル

に 2 台以上接続している場合、スピーカーを取り外してください。) 

アンプがオーバーヒートしている、あるいはショートしている場合, 電源をリセット 

し電源を入れ直してください。 

 

4.チャンネル・レベルコントロール 

各チャンネルの音量を調整します。 

信号のヘッドルームを低下させることなく、アンプの最大出力を得るには、          

レベルコントロールをフルにする必要があります。 

マルチスピーカーシステムでは、使用環境に合わせて他のスピーカーとのバランスを 

合わせるために使用します。 

 

5.SIGNAL インジケーター 

緑の SIGNAL LED は入力が-30dBu で点滅し始めます。40%と 80%の LED は出力が 40%、80%

の時に点灯します。(DCM2004L は SIGNAL LED のみ) 

 

6.CLIP インジケーター 

赤色 CLIP LED は各チャンネル最大出力時に点滅します。 

CLIP が点灯しない程度に音量を調節してください。低音域のピークによるクリップを

防ぐことは困難です。この CLIP LED はアンプ出力を調整するのに役立ちます。点滅し

た状態(過度なクリップ/矩形波)が継続した場合、スピーカーを破損させる恐れがあり

ますが、アンプにダメージが及ぶことはありません。 

 

 



7.冷却ファン 

背面から吸気、前面から排気し、アンプ内部を冷却します。 

ラックにマウントする際、ラックの背面付近の温度は室内と同じ温度でなければ     

なりません。最大負荷時など過酷な状況で使用する場合は過熱状態になりやすく、          

オーバーヒート保護機能が早い段階で作動します。オーバーヒートを抑えるために   

アンプの冷却ファンと同じ方向へ空気を流す外部ファンの使用を推奨します。 

 

 

 

 

 

 

リアパネル 

8.入力端子 

バランス XLR(1：グラウンド、2：+、3：-)、TRS フォンの両方を搭載しています。（DCM2004L

は XLR のみ）XLR バランス入力は、信号干渉を低減し、信号源（ミキサーなど）から、

より長いケーブル配線を可能にするのに役立ちます。アンバランスケーブルで TRS    

フォンに接続した場合、バランス XLR に接続するよりゲインが 6dB 低くなります。     

バランス XLR 出力は、スルー端子として外部機器に信号を送ることができます。

(DCM2004LX は除く)1/4”TRS ジャックはバランスとアンバランスの両入力信号に対応

しています。DCM12004L は XLR 入力のみを装備しています。 XLR コネクターへの        

バランス信号は、tip「+」、ring「-」へ配線されている必要があります。コネクターの          

スリーブはグランドリフトスイッチを介してグランドに内部で接続されています。 



9.パラレルスイッチ(DCM2004L は ch1-2 と ch3-4) 

パラレルスイッチを押した場合、INPUT1(3)、または 2(4)のどちらか片方に入力した信

号をスピーカーOUTPUT1(3)と 2(4)の両方から出力します。接続をしていないチャンネ

ルの入力端子(XLR,TRS フォン)は、他の機器へのパラレル出力端子として使用すること

ができます。 

 

10、INPUT GROUND LIFT 

背面パネルの GND LIFT スイッチ(TRS & XLR)で、グラウンドループが引き起こす       

ハムノイズを除去することができます。 

 

 

11 リミッター(DCM2004L を除く) 

リミッタースイッチを押すことでリミッターが起動します。クリップの原因となる   

ピークを抑え、過度なクリップからスピーカーを保護します。リミッターの効率性を  

確認するには、クリッピングが始まる場所まで音量を徐々に上げてください。そのとき、

リミッターを ON にして、歪みとクリッピングが減少することを確認してください。   

リミッターによる歪みが生じるまで、音量を上げることができます。リミッターは低音

に反応しやすく、かかりやすくなります。 

※注意 耳にダメージを与えるような大音量下での確認はしないでください。       

スピーカーを過度のクリッピングから守るために、リミッターは常時 ON にしておく  

ことを推奨します。 

 

12、ブリッジモード(DCM2004L を除く) 

アンプの電源をOFFにした状態でBRIDGEスイッチをONにし、ブリッジ用スピコン端子、

またはバインディングポストへ接続します。電源を ON にした状態での切替は機器の  

故障の原因になります。 

※スピコン端子とバインディングポストを同時に使用しないでください。 

ブリッジモードではチャンネル 1 の INPUT 端子、レベルコントロールを使用します。   

他のアンプへパラレル接続する以外はチャンネル 2 のコネクターは使用しません。 

※接続するスピーカーのインピーダンスが 4Ω以上であることを確認してください。

（DCM1540L は 8Ω以上） 

 

 

 



13. スピコン出力 

スピコン端子のスピーカー出力です。ロックポジションに合わせて右に回して接続して

ください。２チャンネルモデルの場合、3 個のうち、中央にあるスピコン端子は、       

ブリッジ出力用となります。4 芯ケーブルに対応しており、1 本のケーブルで         

バイアンプ接続が可能です。スピーカーを取り外す、また接続する時はアンプの電源を

切ってください。 

 

14．バインディングポスト出力 

バナナプラグコネクターを使用してスピーカーを接続する際は背面のバインディング

ポストを使用してください。7ゲージまでの芯線は、バインディングポストの穴に通し

て締付けることで接続可能です。それより太いケーブルを使用する場合はバナナプラグ

を使用します。（バインディングポストの後ろから接続します。）スピーカーの        

ブリッジ接続については、12．ブリッジモードをご参照ください。 

 

 

15. AC 電源 

100VAC 50/60Hz に対応しています。必ずアンプの定格電圧と合致した電圧であること

を確認してください。 

※感電の恐れがあるため、必ずグラウンドを接続してください。 

※各アンプを最大出力で使用するためには各アンプ専用の電源回路を必要とします。  

※ヒューズはメインシャーシの内部に位置し、PC カード上の AC コネクターの近くに  

あります。通常、ヒューズが切れた場合、アンプの修理が必要となります。ヒューズの

値に関しては、仕様をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



トラブルシューティング 

・ｃｈ2 から音が出ない 

→BRIDGE スイッチが押されていないかどうか確認してください。 

ステレオチャンネルが同じ音で聞こえる。 

→背面の PARALLEL スイッチが押されていないかどうか確認してください。 

高域が聞こえない 

→ツイーターやミッドレンジ・ドライバーが損傷していないかどうか確認してください。 

ハムノイズ 

→背面の GND LIFT スイッチを切り替えてください。 

低音が弱い 

→互いのスピーカーの位相、極性を確認し、違っていた場合は、一つのスピーカー     

コネクタの配線を逆にしてみてください。特に低音が改善されます。 

・電源回路 

→電圧が 100V を下回る場合、パワーロスが生じるため、最大出力で使用するには、    

独立した電源回路が必要です。例えば 2000W のアンプで、2Ωステレオ、4Ωブリッジで

最大出力の場合、20 アンペアの電源回路が必要となります。 

仕様 
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